
日本製薬  人免疫グロブリン  C型肝炎  抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  
在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  
GOR抗体反応性を調べた。抗GPRIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、83．6％）に  

比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORIgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORIgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。  

ClinVa¢Cjne  
lmmunol published 

onlinedoi：10．1128  

パルボウイル ス  B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドへ変換することによっ  

て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、梯的細  
胞に接着することは可能であった。PaⅣOViパdaeの他のウ  
イルスとの比較試験の結果、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

TranshlSion2007：  
47：1765－1774  

了汚；確藤絡東 
‾ 膜炎  358  

10．1056／NEJMoaO7  
N【ng】JMed2008：   3785  

が移埴後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移埴肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ○性脈絡髄膜射こ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

C型肝炎  
80柑0に同じ  CljnVac¢ine  

Immuno［published  
onlinedoj：10．1128  

パルボウイル ス  
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80180に同じ  Transfusion2007；  
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リンハ1生脈絡髄 膜炎  
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80180に同じ   

10．1056／NEJMoaO7  

NEng】JMed2008： 358  3785  
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ノバルティ  

スファーマ  

バシリキシマフ（遺伝子組換え）  

HEVに感染したブタ糞便より精製した4種のHEVは、ウイ  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

人アンチトロ ンビンⅢ  
E型肝炎  

ルス除去膜PLANOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以  

ブミン存在下では4株とも加熱開始後5時間員でも検出さ  
れた。HEVは熟に弱いと考えれられていたが、条件によっ  
て不活化効果が異なることから、血液製剤や加工食品に  
おいて慎重に不活化効果を検討しなければならない。  

遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱  

や加圧による不活化効果を検討した。25％アルブミン存在  
下60℃10時間加熱処理または室温下300～4之OMPaの1  

分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化  
効果に善が見られた。Validatjon試験に使用する株とし  
て、加熱や加圧で不活化されにくく細胞で良く増殖する  
KRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新  
規不活化法を導入する鳩舎にはVatida如n試躾に使用す  

る株を適切に選定する必要がある。  

‾  
軒云面盲嘩亨才フr  

ス学会学術集会  
2P213  

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパル  
ボウイルスが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロッ  
トがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタ  
イプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス土は10  

∨oxSanguinjs  

2007；93：34卜347  

〈5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ田子製剤  
の大部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。  
B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。   
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LUを用いた感染性実験の  トランスジェニツクマウス（101   

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
JBioIChem2007；  

282：35878－35886  結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  

することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  NEngtJMed2008；  
358：991－998  

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに操種  
したところ、最小50％チンパンジー感染i（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染iを接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64Ⅰ］で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝炎  Transfusion2008；  

48：286－294  

乏扇主音盲有子盲苛6詣軒重曹訂自だ腎蕗宿存石膏う盲F‾‾  

は肝移埴（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全点  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。   

E型肝炎  NEngtJMed2008；  
358：811－817  
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ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

メルケル細胞癌（MCC）検体をd噛b丹an＄C巾tome  
subtraG七on法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫癌10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった？MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

SGien¢e2008；319：  
1096－1100  

［i項葡頭テテプラズ守護前石砺電飾まこ‾i福豆亨訂‾‾  

来2倍となった。原因病原体のAnaptasma  
phagoc舛OPhilumによる血液の安全リスクを調査するた  

め、間接免疫貞光法を用いてコネチカット州及びマサ  

56th Annual 
Meetjngofthe  
AmeriGan－Societr  
OトTropica卜  

Medicine－and－  

Hygiene 1044 
チューセッツ州の血液ドナーのAphago¢眞oph仙mに対す  

るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体腸  
性であった。比較的高い陽性率が持続していることから  
更なる調査が必要である。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

ヒツジのリコンビナントPrP（廟前面亡ラ訝三森テる面液ラ  

リアランスならびにスクレイピー関連フィフリル（SAF）静注  

後のPrPresへの曝露について調べた。府仰のARR変異  
聖は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPc  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  

よりも大きいことが示唆された。rPrPの血策クリアランス  
は、両腎臓摘出後は52％減少し、府岬除去に腎臓が重要  
であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに  
除去された。  

Transfusion2008；  

48：609－619  

E型肝炎  
‾  

軒岳面盲盲亨才）r  

ス学会学術集会  
2P207  
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80188に同じ  

A型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  
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パルボウイル ス  
－－■－■●■■■●●●●－－－－－－－－－－－－－■■－■■－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●■■●■■■■■ 80柑8に同じ  Vox Sanguinis 

2007：93：341－34丁  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
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80188に同じ   JBioIChem2007：  
282：35878－35886  
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リンハ○性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998   

80188に同じ  B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  

80188に同じ  E型肝炎  NEngjJMed2008；  
358：811－817  

80188に同じ  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  
Science2008：319：  

1096－1100  

80柑8に同じ  感染  56th Annual  
Meetjngofthe  
American－Society－  

0トTropica卜  

Medicine－and－  

HygienelO44  
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フェルトヤコ  
ブ病  

E型肝炎  80188に同じ  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

80188に同じ  A型肝炎  

80188に同じ  パルボウイル ス  Vox Sanguinis 
2007；93：34卜347  

80188に同じ   異型クロイツ  
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ブ病  

JBi01Chem2007；  

282：35878－35886  
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リンハ1生脈絡髄 膜炎  

NEnglJMed2008；  
358：991－998  

8018引こ同じ  

B型肝炎  ‾…“叩‾‾‾‾■‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾‾‾‾t‾‾‾一■‾‾－■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

80188に同じ  
て‾…‾‾‾‾‾川   

Transfusion2008；  

48：286－294  

E聖肝炎  80188に同じ  N EngtJMed2008；  
358：811－817  

ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

80188に同じ  Sdence2008；319：  
1096－1100  
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Ame血an－SoGjety－  
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Medicine－and－  

Hygiene 1044 

異型クロイツ  
フェルトヤコ ブ病  

－－■■■川■■■■■一一一－－－－－－－－－■－－1－－－－－－－－－－－■一■一－－－－－－－－■－■●■－■－－●■●－■■■－■－■－  

80188に同じ  Transんsion2008；  
48：609－619  

E型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  
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8018引こ同じ  

幽F主動＝＝＝∴∴∴∴  

‾  
軒畠面古寺亨才フr  

ス学会学術集会  
2P213  
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異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
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282：35878－35886  
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リンハ■性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998   

80188に同じ  B型肝炎  Transfusion2008：  

48：′286－294  
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358：81ト817  
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フェルトヤコ  
ブ病  
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Transfusion2008：  

48：609－619  
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2P207  

第55回日本ウイル  
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2P213  
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ブ病  
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リンハ○性脈絡髄 膜炎  
80188に同じ  NEnglJMed2008；  

358：991－998  

B型肝炎  80188に同じ  Transfusion2008こ  

48：286－294  

E型肝炎  8018引こ同じ  N EngIJMed2008：  
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Science2008；319：  

1096－1100  
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大塚製薬  インターフェロン ガンマーnl  

ノクローナル  

抗IFN－γモ  抗体  

マウスハイ リドーマ  

ハムスター  
日本  

ハムスター   

ノサイト細胞  
を皮下で増  
（ヒトミエロモ   殖）  

カナダで11頭目のBSE牛に関する調査報告である。2007  
年12月9日に約3ケ月半の疾局後、処分されたEast  
CentralAルe止aのウシは、予備試験ではBSE陰性であっ  
たが、辞しい検査の結果、BSE陽性と確定された。当該牛  
は1994年3月15日生まれのヘレフオード牛で、死亡時165  
月齢であった。当該農場で出生し、外に出たことはなかっ  
た。出生コホートおよび飼料コホートが実施された。本症  
例はカナダでは2頚日の非定型BSEであった。  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年4月16日  

2008年2月26日、CFIAはAJbertaの6鼓の乳牛をBSEと確  
定した。カナダで12頭目のBSE牛である。どの部位もヒト  
食料または飼料システムに入っていない。当該牛は2001  
年12月21日生まれであった。国際ガイドラインに基づいた  
疫学的調査を実施中である。   

BSE  

Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年2月26日  
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エタネルセプト  （遺伝子組換え）  ウシトランス  

フェリン  
ウシ血液  Canadian F00d  

Tnspec心onAgency  

2008年4月16日  

80204に同じ  

BSE  80204に同じ  Canadian F00d  
Inspe¢厄onAgency  

2008年2月26日  

葡済大青石 球濃厚液  

葡薗感嘗‾‾‾…  

A8C Newsle仕er 2007年9月21日  

■－■■■■■■■－■●■川■■－－－－●－－－－－－一－－－－－－－－－－－－t－－－－●－－一日－－■－－－－■■■●■■■■■■●－■■  

FDAは輸血前の血小板中の細菌汚染を検出するための  
初めての迅速検査を販売承認した。VeraxBiomedica11nG  
製造のPlateletPanGeneraDetectionTestSystemは病  
院の輸血部で使用するための使い捨て検査機器である。  

‾‾‾…  
葡薗葡嘗  
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ルック／くック調査でPropionibacteriumacnes汚染が推定  Vox Sanguinis 
2008：94：193－201  される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  

たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invむ。  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  

ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸薗属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。   
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